
 

 

 

 

         
この活動は（公財）いしかわまちづくり技術センターの支援を受けています。 

１．ごあいさつ                                         

・各町内会の皆様、野々市駅前にぎわいづくり委員会の大脇（御経塚まちづく会）と申します。 

・皆様には、「野々市駅前にぎわいづくりの検討」にご理解とご協力・ご参加をいただき厚くお 

 礼を申し上げます。 

 ・さて、我々、野々市駅前にぎわいづくり委員会では、「駅前に、どうしたら、にぎわいづくり 

ができるか」などについて毎月 1 回のペースで話し合をしています。 

・そこで、委員会の概要やイベント開催、主な意見、決まった内容、今後の予定などを掲載しま 

したのでご覧ください。 

・皆様の更なるご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   駅周辺町内会         JR 野々市駅北口の状況（令和 4 年 4 月 6 日撮影） 
 

２．委員会の概要について                                 

①野々市駅前のにぎわいづくりの経緯 

・駅前のにぎわいづくりには、市民の意見を踏まえた構想・計画を策定し、それを実現していく

ことが大切です。そのためには、市民の「話し合いの場」や「交流の場」が必要だと考えまし

た。 

・そこで御経塚まちづくり会が発起人となり「話し合いの場」である検討会（委員会に改称）を

立上げました。 

②検討会、委員会の概要 

・出席者：町内会選出代表者 4 名、御経塚まちづくり会 3 名、オブザーバー2 名 

・検討会開催 

第 1 回検討会（4 月 29 日）：会の主旨、委員紹介、駅前の状況、都市計画マスタープラン、

駅前の問題・課題・解決策の意見交換、アンケート調査表など 

第 2 回検討会（5 月 15 日）：駅前の問題点、課題、解決策などの意見交換など 

第 3 回検討会（6 月 12 日）：交流イベントのテーマ、今までの意見まとめなど 

・委員会の開催（野々市駅前にぎわいづくり委員会に改称） 

第 1 回委員会（7 月 24 日）：伝統文化芸能の伝承・発展の「きっかけ」づくり、 

出展･出演依頼状況、「ニュース」配布など 

第 2 回委員会（8 月 21 日予定）：出展・出演依頼状況、課題など 
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３．社会実験・交流イベント開催について                           

・イベント開催：野々市駅前にぎわいづくり委員会での話し合いの結果、「にぎわいづくり」に 

は、多くの市民から意見をお聞きするのが最良であると判断し、「交流の場」 

である社会実験・交流イベントの開催を決定させていただきました。 

・目 標：過去から現在、未来のまちづくりを市民に知って、体験して、身近に感 

    じ考えてもらうことができる魅力ある社会実験・交流イベントを企画・開催する。 

・テーマ：野々市 えきまえ むすびーと  
      交流という言葉を軸に、交通や防災、スポーツ、新技術など、さまざまなイベント 

      で伝統とみらいを結び、人々の心に響くにぎわいを創出します。 

      むすびーと＝「結び ＋ ビート（鼓動）」 

・イベント名称：野々市 えきまえ むすびーと 2023 秋 

・内 容：にぎわいづくりに必要な都市機能集約施設や商品・サービス、地域の伝統文化芸能、 

     デジタル社会、時代の潮流（社会問題など）などを感じ・考えてもらえる内容。 

 ・開催日時 

令和 5 年 10 月 28 日(土)10 時～17 時 交遊舎、駅前広場：キッチンカーなど 

令和 5 年 10 月 29 日(日)10 時～17 時 交遊舎、駅前広場：コンサート 14 時～16 時（2 時間） 

 

４．委員会での主な意見・決まった内容                              

 ①主な意見 

・駅や車両の変遷を模型や写真パネルで展示したら良い。 

・北陸新幹線敦賀延伸を機に、野々市駅や駅周辺をＰＲしたら良い。 

・おしゃれな街・駅前を目指したい。 

・将来的にはイベントを年４回開催できれば良い。 

・駅改札口事務所や交遊舎、北口プラザなどの施設及び広場・公園が有効活用できれば良い。 

・例えば、既存の施設や広場を留まり・交流スペースとして活用できないか。 

・今年が駅周辺エリアを市民で盛り上げるチャンス・勝負の年である。 

 ・過去・現在・未来を知り、駅前がどうあるべきかを体験・考えてもらえるイベントとしたい。 

・イベントを一過性で終わらせないで、伝統文化芸能の伝承・発展の「きっかけ」づくりになれ 

ば良いのではないかと、県よりアドバイスをいただいた（踊り・ダンス、太鼓、笛など）。 

 ②決まった内容 

・今年度のイベント開催日は、10 月 28 日（土）、29 日（日）の 2 日間とする。 

・「野々市駅前にぎわいづくり委員会」に改称し、委員長に大脇豊が選任された。 

・当該検討会（委員会）での協議内容や資料、ニュースを各町内会役員会などに報告・回覧する。 
・町内会には、今回のイベント費用の負担を求めない。 
・町内会には、イベント準備・開催時に協力をしていただきたい（人手不足）。 
・町内会には、資機材を借用させていただきたい（イス、机、テント、音響設備など）。 

 ・該当町内会の防災士（あすなろ）も参加する。 

 

５．（石川県所管公益法人）いしかわまちづくり技術センター助成金採択                  

・令和５年度 我（和）がまちづくり （いしかわ地域の魅力創造まちづくり事業） 

   ステップアップ部門に採択されました。 

 ・ただし条件として、勉強会などの「学び」の活動を行うこと。 

 ・今後、野々市駅前にぎわいづくり委員会の活動の告知や様子などが「いしかわまちづくり技術 

センターFacebook」より発信していただけます。 

                               

６．今後の予定                                                      

・引き続き、伝統文化芸能などや未来の「学び」活動、イベント開催に向けて準備を行います。 

・社会実験・交流イベントのリーフレットを作成・配布する（9 月下旬予定）。 

・委員会の協議内容は、各町内会選出代表者から各町内会に報告いたします。 
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７．主な取り組み状況（写真）                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/29：第１回検討会 4/29：第１回検討会 

4/29：第１回検討会 

7/24：第 1回委員会 

5/15：第 2回検討会 

6/12：第 3回検討会 

３ 
5/17：御経塚じょんがら保存会出演・講師依頼 5/12：鉄道模型倶楽部出展依頼 

裏面へ 
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5/31：国際ビジネス学院出展依頼 5/30：イオンスタイル御経塚へ協力依頼 

7/8：御経塚子ども会への踊り練習・伝承 7/8：ストリートダンス講師・出演依頼 

7/12：御経塚じょんがら踊り練習 

7/19：御経塚じょんがら踊りビデオ撮影 

7/19：駅改札口事務所の現地立会 

7/22：御経塚子ども会への踊り練習・伝承 


